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物性研究所は、我が国の物性科学における先導

的全国共同利用研究機関として、昭和3 2年東京大

学に附置されて以来輝かしい歴史と伝統を持った

研究所である。物性研究所の研究内容や組織は時

代の要請に応え数度の改革を行ってきているが、

軌道放射光を用いた研究に関しては、昭和 5 0年

「軌道放射物性研究施設」を設置すると同時に世

界に先んじて物性研究専用に設計された電子蓄積

リング（S O R - R i n g）の運転を開始し、物質の電

子構造の解明等に数多くの成果をあげ、軟Ｘ線・

真空紫外線領域における物性研究の発展に多大な

貢献をしてきている。更に昭和5 5年には極限技術

開発を中心とした重点主義的な研究体制への移行

を機会に「軌道放射物性部門」を設置し、我が国

におけるこの分野の技術革新と次世代の飛躍的前

進をねらった、いわゆる「高輝度光源計画」の策

定に着手した。物性研究所自体は、平成８年度に

は我が国における物性研究の更なる発展と国際貢

献を狙って、狭隘な六本木キャンパスからの柏移

転を基礎とし、再度研究体制を改革した。この改

革は、学術会議、物理学研究連絡会や物性委員会

等における全国物性研究者の要望に応えるべく、

「物性基礎科学に関する最先端の総合研究を行う

国際研究所」として我が国の物性科学における

C O Eを目指すもので、当然「高輝度光源計画」も

含まれていた。

このような流れの中で、物性研究所が柏新キャ

ンパスで国際研究所としてのC O Eの実現を目指す

“本体移転計画”と“高輝度光源計画”の両方を

推進することは、一部局の計画としては、過大す

ぎるという認識が各方面から出された。この直接

のきっかけは、平成７年６月2 8日に出された文部

省学術審議会特定領域推進分科会、加速器部会、

放射光科学に関するワーキンググループ報告に盛

られた内容である。その後、学内での多くの議論

の結果、高輝度光源計画を、その重要性に鑑み、

物性研究所から切り離して東京大学の全学的支援

のもとに「新しい研究センター」として組織化し

計画を推進することが合意された。この決定に対

しては所内でいろいろな意見が出されたが、いわ

ゆる「東京大学高輝度光源研究センター」計画の

誕生に至ったわけである。この計画は東大の柏新

キャンパスにおける「加速器科学研究センター」

なる壮大な構想の中で緊急かつ最重点項目とし

て、評議会の了承のもとに、平成９年度概算要求

がなされた。また、全国の高輝度光源利用者懇談

会（V U V・S X高輝度光源利用者懇談会）の全面

的な後押しや、当時の高エネルギー物理学研究所

および分子科学研究所など他機関からの応援も得

て行われたものであった。しかしながら、折から
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